
下野市と自治医科大学　との連携・協力の歩み
～連携・協力協定が　さらなる発展の礎に～
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新たな取り組み
　令和6年度から、自治医科大学医学部の行政演習の一環と
して、1年生の実習を市役所で受け入れます。

昭和 47年

自治医科大学開学

令和 6年

連携・協力に関する協定締結昭和 49年

自治医科大学附属病院開院

平成 18年

下野市発足
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連携・協力に関する協定締結
　この度の協定を経て、密接な関係を構築し、相互の連携・協力
を一層推進していきます。

自治医科大学の教授等を
様々な委員会・協議会の
委員に委嘱
　総合計画審議会や健康づくり推
進協議会などの委員として、大学
の教授など多くの方々にご協力い
ただいています。
　それぞれの専門的な知見による
ご助言をいただき、市の政策形成
などに反映しています。

自治医科大学看護学部学生の実習
　市では毎年、大学の実習生を受
け入れています。小中学校は看護
実習を、市役所は総合実習を、薬
師寺歴史館は歴史学の実習をそれ
ぞれ受け入れ、学生の実践的な学
びを支援しています。
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協定書に署名をする坂村市長（左）と
自治医科大学大石理事長（右）


